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議
員　

筑
西
・
下
妻
保
健
医
療
圏
の
救

急
医
療
と
が
ん
診
療
体
制
の
確
立
の
た

め
に
は
、
新
中
核
病
院
の
整
備
を
推
進

す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
県
に

よ
る
医
師
確
保
と
と
も
に
財
政
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

知
事　

今
後
地
元
に
お
い
て
、
新
中
核

病
院
に
関
す
る
具
体
的
な
構
想
が
ま
と

ま
っ
た
場
合
に
は
、
県
の
持
つ
あ
ら
ゆ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
医
師
確

保
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
既
存

の
財
政
制
度
が
円
滑
に
活
用
で
き
る
よ

う
最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

議
員　

昨
年
十
二
月
に
国
土
強
靭
化
法

が
成
立
し
、
そ
の
中
で
国
土
強
靭
化
地

域
計
画
の
策
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
本
県
の
あ
り
方
を
司
る
極

め
て
重
要
な
も
の
と
考
え
る
が
、
計
画

策
定
の
考
え
方
は
。

知
事　

国
土
強
靭
化
法
の
考
え
方
は
、

県
総
合
計
画
に
か
な
り
取
り
込
ん
で
い

る
。
一
方
で
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
は

幅
広
い
分
野
で
防
災
・
減
災
を
進
め
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
現
在
モ
デ
ル
事
業

を
実
施
し
て
い
る
十
三
道
県
の
進
捗
状

況
を
見
な
が
ら
策
定
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

県
は
東
海
第
二
原
発
の
抱
え
る

危
険
性
を
直
視
し
、
県
民
の
安
全
を
守

る
た
め
、
再
稼
働
を
認
め
ず
廃
炉
に
す

る
よ
う
国
や
事
業
者
に
主
張
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

知
事　

県
民
の
様
々
な
意
見
を
集
約
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
再
稼
働
に
つ

い
て
は
、
適
合
性
審
査
の
状
況
や
再
稼

働
に
係
る
国
の
判
断
を
踏
ま
え
、
県
原

子
力
安
全
対
策
委
員
会
な
ど
に
お
け
る

検
証
と
審
議
、
県
議
会
や
地
元
自
治
体

と
十
分
協
議
の
上
方
針
を
決
定
し
た
い
。

（
ほ
か
に
、

国
民
健
康

保
険
の
改

善
、
生
産

者
米
価
暴

落
対
策
な

ど
も
質
問
）

議
員　

弘
道
館
と
偕
楽
園
好
文
亭
を
中

心
と
し
た
近
隣
施
設
の
宣
伝
効
果
の
拡

大
や
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

来
年
の
観
梅
時
期
に
、
そ
れ
ら
の
施
設

で
利
用
可
能
な
文
化
施
設
共
通
券
を
発

行
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

土
木
部
長　

数
多
く
あ
る
施
設
の
組
み

合
わ
せ
や
、
利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
感

じ
る
差
別
化
の
方
法
な
ど
様
々
な
課
題

が
あ
り
、
ま
ず
は
、
来
年
の
梅
ま
つ
り

で
偕
楽
園
好
文
亭
と
弘
道
館
の
共
通
券

に
つ
い
て
試
験

的
な
実
施
を
検

討
す
る
。

（
ほ
か
に
、
あ
す

な
ろ
の
郷
未
利

用
地
活
用
、
地

産
地
消
の
推
進

な
ど
も
質
問
）

議
員　

人
口
減
少
問
題
は
、
自
治
体
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
存
続
に
関
わ
る
大
変

重
要
な
問
題
で
あ
る
。
多
面
的
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策

に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

知
事　

国
に
お
い
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

今
後
、
都
道
府
県
ご
と
に
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
や
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
組
織
体

制
を
私
を
ト
ッ
プ
に
構
築
し
て
い
く
。

議
員　

茨
城
空
港
や
周
辺
地
域
の
活
性

化
の
た
め
、
石
岡
小
美
玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
と
茨
城
空
港
を
つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

知
事　

常
磐
道
と
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
は
茨
城
空
港
の
利
用
圏
拡
大
、
国

際
路
線
誘
致
、
さ
ら
に
地
域
経
済
活
性

化
に
有
効
で
あ
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、
早

期
の
開
通
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
東
京

圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
考
え
、
石
岡
小
美

玉
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備
を
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

圏
央
道
の
開
通
は
、
県
西
地
域

に
と
っ
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
企
業
誘
致
や
新
た
な
街
づ
く
り
な

ど
に
戦
略
的
な
構
想
や
計
画
を
も
っ
て

推
進
し
て
ほ
し
い
。
圏
央
道
を
活
用
し

た
沿
線
開
発
へ
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

企
画
部
長　

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

開
発
が
適
切
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
地
元

市
町
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
圏
央
道

沿
線
の
優
位
性
を
最
大
限
に
Ｐ
Ｒ
し
な

が
ら
、
企
業
誘
致
や
新
た
な
街
づ
く
り

に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
実
現
、

動
物
愛
護
の
推

進
な
ど
も
質

問
）

議
員　

今
後
の
本
県
農
業
の
未
来
の
た

め
、
農
協
改
革
へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
、

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
農
業
の
六
次

産
業
化
の
推
進
に
加
え
、
地
域
の
生
活

基
盤
の
一
部
を
支
え
て
い
る
な
ど
、
農

業
・
農
村
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
改
革
の
目
的
で
あ

る
農
業
の
成
長
産
業
化
が
達
成
さ
れ
る

よ
う
必
要
に
応

じ
国
に
働
き
か

け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
危

険
ド
ラ
ッ
グ
、

道
徳
の
教
科
化

な
ど
も
質
問
）

加藤　明良 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出  

分割方式

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
策
定
の

方
向
性

島田　幸三 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出

一括方式

鈴木　　聡 議員
日 本 共 産 党
筑 西 市 選 出  

一括方式

森田　悦男 議員
いばらき自民党
古 河 市 選 出

一括方式

弘
道
館
と
偕
楽
園
好
文
亭
を
中
心

と
し
た
文
化
施
設
共
通
券
の
発
行

圏
央
道
を
活
用
し
た
沿
線
開
発

農
協
改
革
へ
の
取
り
組
み

v

筑
西
・
下
妻
保
健
医
療
圏
に
お
け
る

医
師
確
保
と
財
政
支
援

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
中
止
、

廃
炉
に
つ
い
て

茨
城
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備

人
口
減
少
対
策
へ
の
取
り
組
み

安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
地
域
づ
く
り

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　

県
民
が
安
全
・
安
心
を
真
に
実
感
で
き
る
よ
う
、
生
活
に

身
近
な
と
こ
ろ
の
防
犯
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
検

討
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
「
安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」（
白
田
信
夫
委
員

長
）
は
、
こ
れ
ま
で
七
回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
自
動
車
盗

や
ニ
セ
電
話
詐
欺
な
ど
、
身
近
な
犯
罪
等
に
係
る
防
犯
対
策

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
第
三
回
及
び
第
四
回
委
員
会
（
六
月
開
催
）

で
は
、
身
近
な
犯
罪
等
の
現
状
に
つ
い
て
よ
り
理
解
を
深
め

る
た
め
、
実
際
に
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
学
識
経
験
者

の
方
か
ら
意
見
聴
取
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
五
回
委
員
会
（
七
月
開
催
）で
は
、
参
考
人
か
ら
の
意
見

な
ど
も
踏
ま
え
、
生
活
に
身
近
な

と
こ
ろ
の
防
犯
対
策
の
あ
り
方
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
報
告
書
の
取
り
ま
と

め
に
向
け
、
八
月
に
開
催
し
た
第

六
回
委
員
会
で
は
提
言
の
骨
子
を
、

ま
た
、
九
月
に
開
催
し
た
第
七
回

委
員
会
で
は
報
告
書
の
内
容
を
そ

れ
ぞ
れ
協
議
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
委
員
会
に
お
け
る
意

見
の
う
ち
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

拡
充
や
自
動
車
盗
に
係
る
ヤ
ー
ド

の
規
制
強
化
な
ど
、
特
に
速
や

か
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る

内
容
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
六
年

第
三
回
定
例
会
の
本
会
議
（
九
月

二
十
五
日
）
に
お
い
て
中
間
報
告

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

引
き
続
き
、
県
民
が
安
全
・
安

心
を
真
に
実
感
で
き
る
よ
う
、
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

生
活
に
身
近
な
と
こ
ろ
の
防
犯
対
策
の

取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
議
論

アクセス道路の早急な整備が
求められる茨城空港

避難計画の策定が求められて
いる東海第二原発

偕楽園好文亭などとの共通券
の発行が望まれる弘道館

地域発展の切り札として期待
される圏央道（五霞町）

一般質問（要旨）


